
東北農業研究　第5号　　　　　　　　　　　　　　　　　　151

によってもDN剤散布の摘果効果が認められた．

この試験では樹冠内部の花にも充分薬液の到達するよ

う井桁散布を行なったが，今後スピード・スプレーヤー

の機種による到達能力にあわせ，更に散布時間の短桁で

きる樹冠走法の効果についても検討を加える必要があろ

う．

モニリヤ病菌核の発芽並びに子実体生育に

及ぼす温度の影響について

高　橋　俊　作・加賀谷　松　和

（秋田県果樹試）

りんごモニリヤ病の菌核からの子実体の発生，子実体

の成熟閲傘等に関する実態は不明であるとともに，それ

に関する実験も極めて僅少である．しかL Sclerotinia

triEoliorum菌等については多くの報告を見ている．こ

れらの報告では大筋分が菌核からの成熟子の盤の形成は

光線が必須要因になるとするものである．

筆者らが行なった実級では温度（特に低温）が菌核の

発芽，子実体の生育に顕著な影響を与える結果を得た・

光線有無によってもたらされる影野については論じられ

ないとともにこの点に関しては今後検討するとして，今

回得られた点を報告する．

1．実験材料及び方法

供試菌核及び植付け‥1961年5月現地圃場に発生した

実グサレで，完全に幼巣を犯したものだけを採集し，10

月まで直射日光のあたらない日陰に放匿した．植付けは

同年10月27日放置していた実ぐされのうち，完全に菌核

化したもののみを選んで，細砂を入れ保湿したシャーレ

一に並べた．1シャーレー50～100コの菌核を植付けた．

1．温度処理区．

i）区：2℃±1に達置したもの．ii）区：10℃±2に蓮

置したもの．iii）～Ⅴ）区：2℃±1にそれぞれ20・40・60

日間置き以後10℃±2に連澄したもの．vi）区：10℃±2

に10日間，更に後2℃±1に10日間．以後10℃±2に達

匿したもの．Vii）区：10℃±2に20日間，後20C±1に10

日間，以後10℃±2に連置したもの．実験はいづれも恒

温樽で実施した．なお実験期間中は夜間30W蛍光灯で照

射，昼間は自然反射光線があった．

2．調査方法．

発芽菌核は1つでも子実体が見られたものを含めた．

子実体は生育調査にあたって次の5段階に分けた．

〔Ⅰ〕型：突起状のもの，〔Ⅱ〕型：棍棒状のもの，〔Ⅲ〕

型：先端が膨張し上部に小孔の見えるもの，〔Ⅳ〕型：椀

状のもの．〔Ⅴ〕塑：菌傘が展開したもの，子実体の成熟

は〔Ⅳ〕～〔V〕型である．Ascosporeの飛散は〔Ⅴ〕型で

のみ認められる．

2．実　等粂　結　果

1．菌核の発芽及び子実体の増加

菌核の発芽は第1図に見る如く，初期における菌核の

発芽は高温に置かれた区，すなわちii）・Vi）・Vii）区で

早く丑も多い．特にii）区では25％位の発芽を認めた．

しかしこれら初期に高温に置かれた区ではそれ以後の発

芽が他の区に比較し漸進的であり，長期間にわたり発芽

が続いた．これに対し，初期低温に置かれた区，すなわ

ち，i）・iii）～Ⅴ）区では多少，区による差異はあるが短

期間（12月5日までの1カ月位）で約100％の発芽を示

している．vi）区は両者の中間的な消長を示した．次に

子実体の増加を第2回に示したが，菌核の発芽と同傾向

を示している．ただ発芽においてVi）区は明らかにii）区

と大差を見たが，子実体数は初期の増加で差を見た外は

約同等の増加丑を示している．菌核当り平均子実体数を

終期で比較するとi）～Vii）区までそれぞれ8．7・3．2・

第1図．菌核の花芽率
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9．0・8．5・8．5・5．6・3．9コであった．

2．発生子実体の発育過程

各区の発生子実体の発育過程は第3～9回に示した如

く，区間でそれぞれ特異なカープを示した．特に釘著な
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第2礼　子実体の増加

第3団．i）区
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第5図．iii）区

傾向から次のように分けられる．

（1）．i）・ii）区に見られるようなStage〔Ⅱ〕型までの発

育で停止する場合，（2）．vi）・Vii）区に見られるような，

各Stageが長期間にわたって況在する場合，（3）・各Stage

が期間の長短はあるにせよ，すみやかに次のStageに進

展する場合（これはiii）～Ⅴ）区に見られるが），と大別

される．このような傾向はいづれも温度処理区による差

と考察してよいであろう．（3）の場合にはiii）・iv）Ⅴ）区の

第6図．iv）区

第7図．Ⅴ）区

第8図．vi）区

第9図．vii）区
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順に最終処理から各Stage発現までの日数が少なくなっ

て来ること，このことは低温期間が長い程以後高温に移

した場合に子実体の開傘成熟に達する日数が短縮される

ことを示している．子実体の成熟開傘（Ⅴ型に達するこ

と）はiii）区以下に認められることから，低温を通過す

ることが必要であること，しかしそれが凍結される間は

発現しない．低温通過はこの突放の範周で20日間が最低

限度であった．

3．考　　　　　察

菌核形成後（自然の場合10月頃と推定される）子実体

の成熟閲傘をもたらすためには，少なくとも20日以上の
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低温（20C前後）を通過せしめることが必要であると推諭

され・最近池上氏等が報告されている結果と輿にする結

論といわざるを得ない．しかし，実験条件が異るので断

定は出来ない．こ・の点は今後の実験によって推論した

い・菌核の発芽を現地で見ると，20C前後の温度を通過

しない時期に若干ながら認められる．また実験において

もii）区が巌初に発芽を認めている．菌核の発芽のみを問

題とする場合は多少臭った見方も可能になるが，子実体

の成熟が終局の目標であるから，S．mali菌においては

低温が必須要因であるとの結論をある程度予想しても良

いではないだろうか．なお本実験には不備な点があるの

で続けて実施中である．

モモシンクイ　ガの夏マユ形成期と

成虫の羽化期について

津川　　力・山田雅輝・自崎将瑛

（青森県りんご試）

1．緒

青森県におけるりんご栽培上モモシソタイガは依然と

して主要害虫の一つに数えられている．

モモシソクイガは幼虫が果実内部に深く侵入している

ため幼虫期の防除は容易ではなく，また被害を防止する

という点からも，ふ化幼虫が果実へ食入する以前に何ら

かの対策がなされなければならない．すなわち産卵の防

止及び殺卵がそれであるが，これを効果的に行なうため

には産卵時期を正しく知ることが必要であり，従って成

虫の発生時期を予察することは非常に歪要である．

青森県の津軽地方においては年2回発生し，第1化成

虫は越冬後の幼虫が冬マユから脱出して夏マユに組みか

えて蛸化したものから羽化するものであるから，夏マユ

形成期と第1化成虫の発生は密接な関係をもっているも

のと思われ，夏マユ形成期を知ることが第1化成虫の発

生を予察する一手段となるのではないかと考え，1960年

及び1961年にモモシソクイガの夏マユ形成期及びそれか

ら羽化する成虫の発生について調査を行なった．

2．材料及び方法

青森県窯石市，県りんご試験場圃場より前年度第2化

期のモモシンクイガによるりんごの被害果実を採集し，

これを同試験場内の鋼室内に収容して幼虫を越冬させ

た．

越冬後の幼虫（冬マユ）を同網室より採集し，これを

直ちに配った砂（水分含量約8～14％）を敷いた直径14

と勘　高さ4C都のシャーレに1個当り約50頭づつを入れ，

通凧の良い室内におき，毎日一定時刻に夏マユ形成数を

調査した．夏マユを形成したものは前記同様の別のシャ

ーレに移し，これより羽化する成虫数を同時に調査した．

調査に供した幼虫（冬マユ）は1960年は198頭，1961

年は131頭で1960年4月9日及び1961年4月18日に各々

網室より採集した．

3．調　査　結　果

1．夏マユ形成率及び成虫羽化率

越冬後の幼虫を室内で飼育した結果第1表のような夏

マユ形成率及び成虫の羽化率を示したが，夏マユの形成

率はいずれの年も90％以上であるのにくらべ，それから

の成虫羽化率は低く，り60年の場合は50％を僅かに上回

第1表．夏マユ形成率及び成虫羽化率

くここ－信義盲古壷

1960年
1961〃

■　　　・・■　　　　ご

形成数（率）
拍　　　％

184（92．9）

130（卵．2）

虫




